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　美里町民生委員・児
童委員のみなさんは見
守り活動の一環として、
ひとり暮らし高齢者な
どのお宅を訪問し、相
談や助言・支援を行っ
ています。
　今年は、見守り活動も兼ねて対象のお宅にシクラ
メンの鉢花を一軒一軒お届けしました。
　美里町民生委員・児童委員協議会は、今後も地域
住民の身近な相談相手として様々な活動を行ってい
きます。

　

11
月
23
日
・
24
日
・
25
日
の
３
日
間
、
遺
跡
の
森
館

で
「
第
23
回
美
里
町
遺
跡
の
森
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
る
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
美
里
町
を
は
じ
め
、

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
か
た
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

23
回
目
と
な
る
今
回
、
220
名
の
出
場
者
が
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

演
奏
中
は
会
場
全
体
が
静
ま
り
返
り
、
レ
ベ
ル
の
高

い
美
し
い
音
色
が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

出
場
者
か
ら
は
、「
初
め
て
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
手
く

弾
け
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
か
ら
は
「
レ
ベ
ル
が
高
い
コ
ン
ク
ー

ル
で
し
た
。
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎人権標語
　最優秀賞　「じぶんから　 えがお・やさしさ　 おもいやり」
　　　　　　　　　　東児玉小学校１年　 松島　蒼空さん

　優 秀 賞　「見てるなら　 行動しよう　 勇気を持って」
　　　　　　　　　　美里中学校２年　 井上　紀南さん

◎人権作文　優秀作品　「　」内は作文タイトル

　東児玉小学校３年 中野りか子さん「たすけてくれてありがとう」
　大沢小学校５年 中林　美友さん「伝えたい事」
　松久小学校６年 平田　　魅さん「『命』を大切に」
　美里中学校１年 山田　みきさん「体育大会で気づいた友達の優しさ」

「平成生まれ」と「昭和生まれ」のみんな
が力を合わせて「平和」を！！

「口」という漢字に +
プラス

を足すと「叶える」
「叶」に－

マイナス

が付くと「吐く」
『弱音を吐いてばかりいると夢は叶わない』

　
ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
は
、

自
身
の
経
験
や
考
え
を

も
と
に
、
自
己
流

に
漢
字
の
意
味

を
解
き
明
か

し
、「
命
」の

大
切
さ
や

「
当
た
り
前
」

が
ど
れ
だ
け

大
事
か
を
、
お

笑
い
で
磨
い
た
話
術
で

多
く
の
か
た
に
伝
え
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

命 の授業

　11月17日、遺跡の森館ホールで、平成30年度
人権を考える町民の集いが開催されました。
　当日は、町内小中学校児童・生徒の人権標語・
作文の発表、表彰に続き、漢字の「命」を体で表
現することで有名なゴルゴ松本さんの「命の授業」
の講演会が行われました。

第23回

美里町遺跡の森
ピアノコンクール

Ａ部門（小学校１・２年生）	 千代田彩杜さん
Ｂ部門（小学校３・４年生）	 南　　樹里さん
Ｃ部門（小学校５・６年生）	 髙井あすかさん
Ｄ部門（中学生）	 	 中村　音葉さん
Ｅ部門（高校生）	 	 石川　真帆さん

町村監査功労者表彰を受賞
代表監査委員　硲　和廣さん

　11月１日に、平成30年度町村監査功労者
表彰式が東京都港区で行われ、代表監査委員
の硲和廣さんが町村監査功労者表彰を受賞さ
れました。
　硲さんは、平成23年３月から町の代表監査
委員として、監査事務に尽力されるとともに、
町の振興発展に貢献された実績が認められ、
今回の受賞となりました。
　今後、益々のご活躍を期待しております。

美里町民生委員・児童委員のみなさんが
シクラメンをお届けしました

平成30年度

「人権を考える町民の集い」を開催しました

町長賞受賞者


